
令和６年 10月 13日(日曜日)～14日（月曜日） 

 

市民文化の日イベント「めずらしい本」 

～稀覯本（きこうぼん）てなあに？～企画展 
 

市民文化の日のイベントとして、

中央図書館４階「多目的室」で、本の

展示を行いました。 

 

 

図書館には、みなさんが目にした

ことのない珍しい本が数多く存在し

ます。今では手に入れることができ

ない貴重な本や、面白い装丁の本な

ど、図書館だからこそ手に取れる

「めずらしい本」が、たくさん所蔵さ

れています。 

 

 

 

 

 

 

 

普段は書庫の中にあることが多いこれらの資料を、ぜひ多くの方に紹介したい

と考え、企画展を開催することにしました。 

 

  



いろいろな分類から集められた「めずらしい本」たちは、すべて大変個性的です。

時代背景や著者などの情報もふくめて皆さんに楽しんでいただくために、それぞ

れの資料に簡単な解説をそえることにしました。 

 

 

 

来場者のみなさんからは、「わあ、

この本、すごい！」「こんな本、図書

館にあったんだねえ」等、たくさん

の声があがりました。 

 

 

 

会場での滞在時間も 30 分～

60 分程度と長く、大変満足してい

ただけた様子がうかがえました。 

 

 

 

 

 

 それぞれの資料には番号

をふり、みなさんの気にな

ったものに投票をしていた

だきました。投票結果と、

資料の解説も掲載しますの

で、ぜひご覧ください。 



 

 

 

府中市立図書館は、昭和３６年に開館しました。その当時に新刊だった本も、す

でに６０年以上前の資料となりました。図書館で受入れされた資料は、時を越えて

たくさんの人たちが手に取ることができる、地域の大切な資産となります。 

書庫の中には、まだまだたくさんの「めずらしい本」がありますので、お時間のあ

るときに是非、調べてみてくださいね。 

 

  

 

来場者のみなさんのご感想を、

みなさんで共有するために、会場

内にはボードを設置しました。 

  

   

会場でいただいたご意見は、こ

ちらに一部ご紹介します。 

 

ご来場いただき、ありがとうご

ざいました。 

  

  



・志賀直哉の自筆原稿に感動しました。文字がとても丁寧で清々しく、作品のイメ

ージに近いなと感じました。 

・『胞子文学』 本ってこんなに自由でいいんですね！こんなどきどきする本、書い

てみたいです。 

・「めずらしい本」を集めて展示する作業、大変だったことでしょう。おかげ様で楽し

ませていただきました。ありがとうございました。 

・このようにたくさん珍しい本が府中にもあるとは知りませんでした。貴重な機会

をいただき、ありがとうございます。 

・めずらしい本？と思ってのぞいたら、昔の本や見たことない夏目さんの本、飛び

出す外国の怖い本。楽しい時間ありがとうございました♡ 

・とても興味深く拝見しました！当時はとくに珍しくなかったものが、時を経たこ

とで物珍しい貴重な本になったりすることもあるんだなと思い、図書館でお目に

かかれるのがありがたかったです。 

・豆本や仕かけ本が昔から大好きでした。こうやって手に取って読む機会をいただ

き、感謝しきりです。また同様の展示を心待ちにしています。 

・ポップアップ絵本が楽しかったです。普段見られない本がたくさん読めて楽しか

ったです。 

・すべてが面白かった！家にある沢山の本も、いつかは…。いや、ないな。 

・稀覯本の存在は知っていましたが、初めて身近に感じることができ、嬉しいで

す！くすっと笑える物から驚くものまで楽しめました。 

・本の形は自由でいいのだ…。ちょっとびっくり。スティーブンソンの本に日本の少

女が出てきて、これもびっくりでした。 

・豆本がかわいくておもしろかったです。 

・『マミー』 飛び出す絵本、昔でもあったのですね。 

・府中市立図書館にこのようなコレクションがあることを知らなかったので、とても

興味深かったです。 

・こんな本を所蔵していたんだとびっくりしました！楽しかったです！ 

・オーピーコレクションが興味深かったです。こんな本があること自体、知りません

でした。 

・『坊ちゃん』の原稿はおどろいた。手に取って見ることができてうれしかった。是

非今後も続けてやって欲しい。 

・日頃、なかなか見ることが出来ない貴重な本を、手に取って見れて楽しかったで

す。面白い切り口の展示だと思いました。 

・とても珍しい本の数々、興味深かったです。またぜひ、もっとたくさんの本を見せ

て下さい。 

・府中の歴史を感じました。今も府中の名士として活躍されている方の名前や近所

のお店の名前をみかけて、親しみを感じます。 


